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「
訳
に
立
つ
」 

 

牧
師 

横
山
順
一 

先
月
十
日
、
梅
田
の
ス
カ
イ
ビ
ル
で

日
本
聖
書
協
会
に
よ
る
聖
書
事
業
懇
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
し
い
翻
訳
聖

書
、
当
初
二
〇
一
六
年
刊
行
予
定
で
し

た
が
、二
年
ば
か
り
遅
れ
る
と
の
こ
と
。 

ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
の
か
気
に
な
っ

た
の
と
、「
そ
れ
で
も
新
約
聖
書
翻
訳
」

と
の
津
村
先
生
の
演
題
が
気
に
入
っ
て
、

出
か
け
て
来
た
の
で
す
。 

お
お
よ
そ
百
人
く
ら
い
の
聴
衆
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
当
日
結
構
な
雨
天
だ

っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
大
盛
況
と
言
っ

て
い
い
の
か
も
。 

さ
て
、
今
度
の
翻
訳
は
、
今
ま
で
以

上
に
翻
訳
者
の
人
選
が
多
様
で
す
。
単

に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
双

方
か
ら
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
カ
ト

リ
ッ
ク
だ
け
見
て
も
、
南
山
、
聖
カ
タ

リ
ナ
、
上
智
、
聖
心
女
子
・
・
と
多
彩
。 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
同
志
社
、
関

学
は
も
と
よ
り
、青
山
学
院
、藤
女
子
、

東
北
学
院
、
神
戸
女
学
院
、
東
京
神
学

大
、
早
稲
田
・
・
な
ど
。 

こ
れ
に
筑
波
、
東
大
、
一
ツ
橋
、
広

島
な
ど
の
国
立
大
と
聖
公
会
・
立
教
が

加
わ
り
ま
す
。 

翻
訳
は
四
段
階
の
協
議
を
以
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
筆
は
、
詩
人
や

歌
人
、
日
本
語
科
の
教
授
ら
で
構
成
す

る
「
日
本
語
担
当
者
」
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。 

神
学
者
や
牧
師
だ
け
で
は
、
用
い
ら

れ
る
単
語
に
限
界
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ど
ん
な
に
原
文
ど
お
り
で
あ
っ
て
も
、

現
代
に
通
用
し
な
い
言
葉
で
は
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
或
い
は
逆
に
そ
れ
を
意

識
し
た
意
訳
が
必
要
以
上
に
な
っ
た
り

も
し
ま
す
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
の
「
日
本
語
担
当
者
」
な
の
で
す
。 

大
阪
夕
陽
丘
学
園
の
津
村
春
英
先
生

も
新
約
担
当
の
一
人
。
同
志
社
と
聖
学

院
で
学
ば
れ
、
大
阪
日
本
橋
キ
リ
ス
ト

教
会
の
牧
師
で
す
。
幾
つ
か
の
例
を
挙

げ
な
が
ら
進
行
状
況
を
説
明
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
一
章
四
節
、
現
行
新

共
同
訳
で
は
、「
言
（
こ
と
ば
）
の
内
に

命
が
あ
っ
た
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
口
語
訳
で
は
「
こ
の
言
に

命
が
あ
っ
た
」、
新
改
訳
で
は
「
こ
の
方

に
い
の
ち
が
あ
っ
た
」。
岩
波
版
で
は

「
彼
に
お
い
て
生
じ
た
こ
と
は
、
生
命

（
い
の
ち
）
で
あ
り
、」、
田
川
訳
で
は

「
そ
れ
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
は
、
生

命
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ガ
リ
ラ
ヤ
の
イ
ェ
シ
ュ
ー
で
は
、「
神

さ
ま
の
思
い
が
凝
っ
て
（
こ
ご
っ
て
）

あ
ら
ゆ
る
物
が
生
ま
れ
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

直
訳
す
る
と
「
彼
（
言
）
に
お
い
て

生
じ
た
も
の
は
、
命
で
あ
っ
た
」
と
な

り
ま
す
。 

「
彼
」
を
「
言
」
と
す
る
か
、「
神
」

と
す
る
か
。「
い
の
ち
」と
表
現
す
る
か
、

「
生
命
」
と
す
る
か
「
命
」
か
。
見
た

目
だ
け
で
も
ず
い
ぶ
ん
印
象
が
変
わ
る

も
の
で
す
。
聖
書
は
役
に
立
つ
書
物
で

す
が
、「
訳
に
立
つ
」
書
物
で
す
。 

是
非
、
生
き
生
き
と
し
た
訳
を
作
っ

て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
津
村
先
生
に

よ
れ
ば
、
新
約
は
今
年
中
に
、
旧
約
が

あ
と
二
年
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
二
〇
一
八
年
が
本
当
に
楽
し
み
で

す
。 こ

と
ば
は
、
ま
さ
し
く
「
い
の
ち
」

で
す
。
用
い
ら
れ
る
文
字
や
言
葉
や
表

現
で
、
全
く
別
物
に
な
り
ま
す
。
個
人

的
に
は「
美
し
さ
」だ
け
を
追
求
せ
ず
、

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
も
の
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

そ
も
そ
も
「
聖
書
」
は
、
神
の
「
書

物
」
で
し
た
。「
神
さ
ま
か
ら
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
」
と
表
し
た
牧
師
が
い
ま
し
た
。

翻
訳
作
業
の
た
め
に
、
祈
り
ま
す
。「
訳

に
立
つ
」
本
で
あ
る
よ
う
。 


